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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　笑子様～療養環境変更目的にて東Ｄユニットから西Ａユニット44号室に転入となっています。
・松川　順子様～14時～スタッフ付き添いにて自宅へ外出訓練を行っています。
・佐藤　俊也様～歯痛続いておりカロナール（200）2Ｔ　2×朝夕が4日分追加処方となっています。
・船田　泰子様～胃痛持続しているため、本日昼食後よりレバミピド（100）3Ｔ　3×毎食後14日分処方となりました。

・石田　喜明様～帰宅要求や易怒性あることを主治医へ報告し、本日昼食後よりルーラン（4）3Ｔ　3×毎食後7日分処方となりました。引き続き精神症状の観察しましょう。
・内田　勇三様～本人は排便あると話すが腹部膨満がありケンエー浣腸の指示が出ています。グル音聴取可、腹満あるが浣腸拒否あり経過観察としています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～活動に参加するが座り込み見学をしています。余暇はホールでテレビを見ています。身体不調や妄想発言はありません。

・松川　順子様～外出前に携帯から「北病棟に行きたくない。行かなくてもいいですよね」と病棟と医事に電話をしています。何度か説明していますが不安そうな表情を見せ不安感が強い様子です。精神症状の観察をしていきましょう。
・川井　尚子様～咽頭痛や胃部不快感は軽減してきていると話しています。特に訴えはなくプログラムには参加できています。また、食事も全量摂取することができています。抗生剤が追加処方となっているので身体症状の観察を継続していきましょう。
・高山　英佐様～プログラムは声かけにて最後まで参加することができています。昨日は就寝時間を過ぎてもテレビを見ており、不眠時を服用し就寝しています。生活リズムが乱れないよう、消灯後は就寝するよう声かけをしていきましょう。
・夏坂　浩美様～プログラムは問題なく参加できています。幻聴はあると話していますが自制内で経過しています。余暇は更衣を何度もしたり自分のゴミ箱を持ち病棟内をウロウロしています。理由について問うと「なんでそんなに目くじら立てるんだよ！」と強めの口調で返答しています。精神症状の変化を観察していきましょう。
・佐々木　睦子様～下顎、上肢の不随運動ありますが日課は問題なく行えています。よそ行きの服を着用し「帰る時間になったから鍵開けて」と帰宅要求あり。説明するも納得できず頻回に訴えています。レストランや入浴時所在確認をしていきましょう。
・佐藤　俊也様～促しで活動に参加しています。深夜帯で歯痛訴え朝食後服用のカロナールを早めに服用しています。日中は自制内で経過しています。「脳萎縮は治らないから仕方ないべ。もう帰る」と投げやりな発言や帰宅要求聞かれています。引き続き、日中活動参加を促していきましょう。
・菅井　浩子様～レストランへ向かい食事摂取することできており、服薬も拒否はありません。プログラムは最後まで取り組むことができていますが、「退院したい」と訴え聞かれています。引き続き、精神状態の観察や所在確認をしていきましょう。
・石田　喜明様～食事について「ドロドロで美味しくない。もとに戻した方がいいよ」と訴え2/1～全量摂取しています。帰宅要求はありませんが不機嫌さあり。本日の昼から増薬となっているため精神状態の観察を継続していきましょう。
＜自己服薬管理状況＞

・菅井　浩子様～薬包への日付の記入に見守りが必要ですが、服薬時は日付間違いなどはありません。

・川井　尚子様～自己服薬管理を進めていますが否定的な発言あり。必要性の説明をしながら今後導入予定となっています。

・松川　順子様～自宅退院に向けて自己服薬管理を進めていってください。

・その他の患者様は問題なく自己管理することができています。

＜転入患者様情報＞

氏　　名：小笠原　笑子（おがさわら　えみこ）様

　生年月日：昭和15年9月26日　77歳

　病　　名：アルコール依存症

　性　　別：女性

　入院形態：任意入院

　主治医　：深澤Dr

（経過）

　三戸中央病院連携室より入院依頼電話あり（深澤Drが診察）。

　アルコール依存症の方。現在一人暮らし。5年前の夫他界後

　よりみかわ神経内科を受診。診断名は不明であるが、抗不安、

　うつ薬、睡眠薬が処方されていた。家族は一緒に住んでいな

　いため酒量は不明であるが、2～3年前から明らかに飲酒量が

　増え、飲酒後、転倒し身体をぶつけ、一般病院を受診する経

　緯あり。また、酔って尿失禁もしていた。薬の管理も出来ず、

　睡眠薬を2倍量服用する事や、3日分の抗不安薬や抗うつ薬を

　服用する事もあり。かかりつけ医のみかわ神経内科の医師へ

　上記内容相談するも、本人が断酒の医師がない限りやめられ

　ないからと紹介状などの作成には至らずにいた。家族が病院

　を探し、三戸中央病院メンタルヘルス科をH30.2.6初診。

　今回家族の意向もあり、当院でのアルコールプログラム目的

　にて3/21診察の結果、入院への同意を得た為、11：55東病棟

　Ｄユニット19号室へ任意入院となる。
担当：松沢Ｎｓ、石橋Ｃｗ

復帰先：自宅希望(入院前はデイサービスを3回/週利用していた)

介護保険：要介護1

ＡＤＬ：自立

買い物カード：なし。家族差し入れだが私物発注で1回/週買い物をしていた。（おやつがない

と他者のおやつを盗むため）

洗濯：家族（自宅退院に向けて家族へ洗剤依頼中。洗剤が届きしだい自己洗濯へ切り替え）

ガフ：未確認

＊高齢者用アルコールプログラム実施中

＊当院処方薬はなく持参薬のみ（4/11vdsまであり）
